
高松市保育士就職一時金交付要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、新卒保育士又は再就職保育士に対し、予算の範囲内で高

松市保育士就職一時金（以下「一時金」という。）を交付することに関し必

要な事項を定めることにより、保育所等における保育士を確保し、もって児

童福祉の向上を図ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

(１) 新卒保育士 保育士登録（児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号。

以下「法」という。）第１８条の１８第１項の登録をいう。）を有するこ

ととなった日から起算して１年（ただし、修学期間を除く。）以内に、保

育所等において保育士として初めて勤務を開始し、当該保育所等において

勤務を開始する際に次に掲げるいずれの施設においても、保育士としての

勤務経験がない者をいう。 

ア 法第３９条第１項に規定する保育所（以下「保育所」という。） 

イ 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する

法律（平成１８年法律第７７号）第２条第６項に規定する認定こども園

（以下「認定こども園」という。） 

ウ 法第６条の３第９項、第１０項又は第１２項に規定する事業を行う施

設 

(２) 再就職保育士 香川県福祉人材センターからの職業紹介により雇用関

係が成立し、保育所等において保育士として勤務を開始した者（新卒保育

士に該当する者を除く。）をいう。 

(３) 保育所等 設置者が国又は地方公共団体であるものを除き、市内に所

在する次のいずれかに該当する施設をいう。 

ア 法第３５条第４項の規定による認可を得た保育所 

イ 認定こども園 

ウ 法第６条の３第１０項又は第１２項に規定する事業を行う施設のうち、



法第３４条の１５第２項の規定による認可を得た施設 

エ 企業主導型保育事業費補助金実施要綱（「企業主導型保育事業等の実

施について」（平成２９年４月２７日付け府子本第３７０号、雇児発０

４２７第２号内閣府子ども・子育て本部統括官、厚生労働省雇用均等・

児童家庭局長通知）別添）第２の１に規定する企業主導型保育事業を行

う施設 

(４) 修学期間 次に掲げる教育施設の在学期間をいう。 

 ア 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条に規定する学校 

 イ 学校教育法第１２４条に規定する専修学校 

 ウ 学校教育法第１３４条第１項に規定する各種学校 

（交付対象者） 

第３条 一時金の交付の対象となる者（以下「交付対象者」という。）は、次

の各号のいずれにも該当する者とする。 

 (１) 保育所等の設置者又は運営する者に直接雇用されており、保育所等に

おける１週間当たりの勤務時間が２０時間以上であること。 

 (２) 次のア又はイのいずれかに該当する者 

ア 新卒保育士であって、平成３０年１０月１日から令和４年３月３１日

までの間に保育所等における勤務を開始した者 

イ 再就職保育士であって、令和３年４月１日から令和４年３月３１日ま

での間に保育所等における勤務を開始した者 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる者は、交付対象者としない。 

(１) 前項第２号イに規定する再就職保育士のうち、過去に同号アに規定す

る新卒保育士として一時金の交付を受けたことがある者 

(２) 前号に掲げる者のほか、市長が一時金を交付することが適当でないと

認める者 

（交付要件） 

第４条 一時金の交付の要件は、次の各号に掲げる一時金の種類に応じ、当該

各号に掲げるものとする。 

(１) 保育士３月勤務一時金 新卒保育士として勤務を開始した日から起算

して３月を超えて継続して保育所等（設置者が、新卒保育士として勤務を



開始した保育所等の設置者と同一のものに限る。）に勤務したこと。ただ

し、令和３年３月３１日までに勤務を開始した場合に限る。 

(２) 保育士１年勤務一時金 新卒保育士又は再就職保育士として勤務を開

始した日から起算して１年を超えて継続して保育所等（設置者が、新卒保

育士又は再就職保育士として勤務を開始した保育所等の設置者と同一のも

のに限る。次号において同じ。）に勤務したこと。 

(３) 保育士２年勤務一時金 新卒保育士又は再就職保育士として勤務を開

始した日から起算して２年を超えて継続して保育所等に勤務したこと。 

（一時金の額） 

第５条 一時金の額は、前条各号につきそれぞれ１０万円とする。 

（保育士３月勤務一時金の交付の申請） 

第６条 保育士３月勤務一時金の交付を受けようとする者（以下「申請者」と

いう。）は、第４条第１号に掲げる要件を具備した日から起算して３月を経

過する日までに高松市保育士就職一時金交付申請書（様式第１号。以下「申

請書」という。）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。 

(１) 申請者の法第１８条の１８第３項に規定する保育士登録証の写し 

(２) 雇用条件の内容が分かる書類の写し 

(３) 保育所等勤務証明書（様式第１号別紙。保育所等の設置者又は運営す

る者による証明があるものに限る。） 

(４) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

（交付の決定及び交付指令） 

第７条 市長は、前条の規定による申請書の提出があったときは、その内容を

審査し、適当と認めるときは、保育士３月勤務一時金の交付を決定し、速や

かにその決定の内容及びこれに付した条件を高松市保育士就職一時金交付決

定通知書（様式第２号）及び高松市保育士就職一時金交付指令書（様式第３

号）により申請者に通知するものとする。 

（保育士３月勤務一時金の請求） 

第８条 前条の規定による通知を受けた者（以下「交付決定者」という。）は、

保育士３月勤務一時金の交付を受けようとするときは、高松市保育士就職一

時金請求書（様式第４号）を市長に提出しなければならない。 



２ 市長は、前項の請求書の提出があったときは、速やかに保育士３月勤務一

時金を交付するものとする。 

（決定の取消し等） 

第９条 市長は、交付決定者が、次に掲げるいずれかに該当すると認めるとき

は、保育士３月勤務一時金の交付の決定を取り消すことができる。 

(１) この要綱の規定に違反したとき。 

(２) 一時金の交付の決定に付された条件に違反したとき。 

(３) 偽りその他不正な手段により保育士３月勤務一時金の交付の決定又は

交付を受けたとき。 

(４) 前３号に掲げる場合のほか、市長の指示に従わないとき。 

２ 市長は、前項の規定により保育士３月勤務一時金の交付の決定を取り消し

た場合において、その取消しに係る部分に関し、既に保育士３月勤務一時金

を交付しているときは、期限を定めて、その返還を命ずるものとする。 

（準用） 

第１０条 第６条から前条までの規定は、保育士１年勤務一時金及び保育士２

年勤務一時金に準用する。この場合において、第６条中「第４条第１号」と

あるのは、保育士 1 年勤務一時金にあっては「第４条第２号」と、保育士２

年勤務一時金にあっては「第４条第３号」と読み替えるものとする。 

（関係書類の保存） 

第１１条 交付決定者は、一時金に関する書類を当該一時金の交付の申請の日

が属する年度の翌年度から起算して５年間保存しなければならない。 

（勤務状況の調査等） 

第１２条 市長は、必要があると認めるときは、申請者が勤務する保育所等に

おける勤務状況について、当該職員に調査をさせることができる。 

２ 市長は、必要があると認めるときは、当該職員に書類等の検査をさせるこ

とができる。 

３ 交付決定者は、市監査委員から要求があるときは、いつでも監査を受けな

ければならない。 

（委任） 

第１３条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。 



 

附 則 

この要綱は、平成３０年１０月１日から施行する。 

 

附 則 

１ この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この要綱の施行の日前に改正前の高松市新卒保育士就職一時金交付要綱の

規定により一時金の交付を受けた者は、改正後の高松市保育士就職一時金交

付要綱第３条の適用については、同要綱第３条第１項第２号アに規定する新

卒保育士として一時金の交付を受けた者とみなす。 

３ この要綱の施行の日前に改正前の高松市新卒保育士就職一時金交付要綱第

４条に規定する一時金の交付の要件を具備している者は、改正後の高松市保

育士就職一時金交付要綱第４条に規定する一時金の交付の要件を具備してい

るものとみなす。 



様式第１号（第６条、第１０条関係） 

  年  月  日 

（宛先）高松市長 

申請者 住所 

氏名          印 

電話番号 

 

高松市保育士就職一時金交付申請書 

 

高松市保育士就職一時金の交付を受けたいので、高松市保育士就職一時金交付要綱 

第 ６ 条 
の規定により関係書類を添えて次のとおり申請します。 

第１０条 

 

申請する一時金の種類 

□ 保育士３月勤務一時金（新卒保育士） 

□ 保育士１年勤務一時金（新卒保育士又は再就職保育士） 

□ 保育士２年勤務一時金（新卒保育士又は再就職保育士）  

［該当区分］ □ 新卒保育士  □ 再就職保育士 

氏 名  

生 年 月 日  年  月  日 

勤 務す る保育所等の  
名 称 及 び 所 在 地 

 

勤 務 す る 保 育 所 等 
の 設 置 者 

 

１週間当たりの勤務時間       時間 

勤 務 開 始 日  年  月  日 

保 育 士 登 録 日  年  月  日 

保 育 士 と し て の 
勤 務 経 験 

□有  □無 

※ 有の場合 

直近の勤務先名称及び所在地               

                              

添 付 書 類 

(１) 申請者の保育士登録証の写し 
(２) 雇用条件の内容が分かる書類の写し 
(３) 保育所等勤務証明書（様式第１号別紙。保育所等の設置
者又は運営する者による証明があるものに限る。） 

(４) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 



様式第１号別紙 

 

  年  月  日 

 

所 在 地  

法 人 名  

代 表 者 名                印 

電 話 番 号 

 

保育所等勤務証明書 

 

次の者は、当法人が運営する保育所等の職員として勤務していることを証明します。 

 

 

氏   名  

生 年 月 日 年  月  日 

勤 務 す る 

施設の名称 

（保育所等） 

 

職   種  

勤 務開始日 年  月  日 

雇 用 期 限 
□ 無 

□ 有（    年  月  日まで）⇒更新の有無（有・無） 

１ 週 間 

当 た り の 

勤 務 時 間 

      時間 

 備考 記載された内容に不明な部分があるときは、問合せや再提出のお願いをする

場合があります。 

  



様式第２号（第７条、第１０条関係） 

高  第     号 

年  月  日 

 

 様 

 

高松市長           印 

 

高松市保育士就職一時金交付決定通知書 

 

     年  月  日付けで申請のあった高松市保育士就職一時金の交付については、 

次のとおり決定したので、高松市保育士就職一時金交付要綱 
第 ７ 条 

の規定により 
第１０条 

通知します。 

 

 

１ 一時金の種類 

          

 

２ 交付予定額            円 

          

 

３ 交付条件 

(１) 高松市保育士就職一時金交付要綱の規定を遵守すること。 

(２) 高松市保育士就職一時金交付要綱の規定に違反し、交付の決定が取り消された

場合において、その取消しに係る部分に関し、既に一時金を交付されているときは、

定められた期限までに、その返還をすること。 

 

  



様式第３号（第７条、第１０条関係） 

 

高松市指令 第  号 

 

様 

 

   年  月  日付けで申請のあった高松市保育士就職一時金について、次の条件

を付して     円を交付します。 

 

   年  月  日 

高松市長      

 

１ 一時金に関する書類は、当該一時金の交付の申請の日が属する年度の翌年度から起算

して５年間保存しなければなりません。 

２ 市長は必要があると認めるときは、当該職員に交付決定者が勤務する保育所等におけ

る勤務状況について、調査をさせ、又は書類等の検査をさせます。 

３ 市監査委員から要求があるときは、いつでも監査を受けなければなりません。 

４ 高松市保育士就職一時金交付要綱の規定に違反した場合は、交付の決定を取り消し、

その取消しに係る部分に関し、既に一時金を交付しているときは、当該一時金の返還を

求めます。 

  



様式第４号（第８条、第１０条関係） 

年  月  日 

 

（宛先）高松市長 

 

請求者 住  所 

氏  名        印 

電話番号 

 

高松市保育士就職一時金請求書 

 

     年  月  日付け高松市指令  第  号により通知を受けた高松市保育士 

就職一時金の交付を受けたいので、高松市保育士就職一時金交付要綱 
第 ８ 条 

の規 
第１０条 

定により次のとおり請求します。 

 

１ 一時金の種類 

 

２ 請求金額               円 

          

３ 振込先  

 

※ 振込先については、請求者本人の名義の口座を指定すること。 

 

金 融 機 関 名 支 店 名 預 金 種 目 口 座 番 号 

 

銀行 

信金 

信組 

農協 

労金 

 
本店 

支店 

出張所 

１ 普通 

２ 当座 
       

口 座 名 義 人 

フリガナ  

氏 名  


